
総会提出議題「第4回国際
大気電気会議の開催に関する件」

　〔提案理由〕

　国際大気電気会議は，1954年米国ポーツマスで第1回

が開かれて以来，4年又は5年毎にひらかれ，世界各国

の第一線研究者が参加し，この分野における研究の発展

に大きな貢献をしてまいりました．今回，この会議を国

際的に主催する衝にあたっている大気電気国際委員会

（」・C・onA・E・IAMAP－IAGA／IUGG）より，第4回国際

大気電気会議を日本で開催する要請があり，関係者の間

でこれを受け入れ，第4回会議の開催を本学会をふくめ

日本学術会議，日本地球電気磁気学会の3者で推進する

手続がすすめられております．

　近年わが国でも雷放電，雷電気，空電，イオン，エエ

・ゾルの分野，自由空間，超高層空間における大気の電

気的性質の問題等について活澄な研究活動が行われ，若

年の研究者を含め多数の研究者が活動し，また，雲物

理・大気汚染等気象学の他の分野とのむすびつぎも一層

深められつつあります．今回日本でこの会議が開かれま

すことは・わが国の気象学の発展に寄与するところが極

めて大きいと思われますので，日本気象学会が全面的に

賛成し積極的に活動することを提案します．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　春季大会宿舎予約について

名　　称
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仙台共済会館

（鷺羅暮萎〉

白　　萩　　荘

（盆編儲済）

宮　　城　　寮

（禮蓉瀧詩済〉

グラソド
　　ホテル仙台

仙台ホテル
仙台セントラル
　　　　ホテル

住　　所

仙台市（以下略）

北四番丁162

長刀町7

錦町7

跡付丁1

東二番丁70

裏五番丁3

東四番丁24

TEL

（22）4469

（25）5201

（22）6692

（22）3301

（25）2101

（25）5171

（22）4161

宿　　泊　　料

二食つき
新　館　850円
旧　館　750円
奉仕料　0．1

　税1100円以上0．1

朝食つき

洋室1人室
〃　2　〃
〃　3　〃
〃特別〃

和室　〃
奉　仕　料
　　税

1100～1200円
　　　1000円
　　　950円
　　　1900円
　　　1600円
　　　　0．1

1200円以上0．1

二食つき
　900円

　奉仕料
　　税

なし

1200円以上

二食つき
　850円

　奉仕料
　　税

なし

1320円以上0．1

2100～3000円

2000～3500円

1400～3800円

予約金

1泊200円

1泊200円

1泊300円

1泊300円

備 考

。3，4，5名部屋のみ
。3月1日から受付開始
。申込時に気象学会関係
　と明記のこと

。1月下旬現在60名宿泊

　可能

。1月下旬現在20名宿泊

　可能

。1月下旬現在20名宿泊

　可能

　不
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　　　　　　　　　　　　　昭和42年度日本気象学会賞・藤原賞

　　　　　　　　　　　　　の受賞者は次のようにきまりました。

　　　　　　　　日本気象学会賞　　高橋勧：雷雲中における電荷発生の基礎的研究

　　　　　　　　藤原賞孫野長治：雲物理学に関する実験的並に観測的研究
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